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Abstract
 No discussion is so hot as the one on bullfighting in Spain, because there seems to be no room for 
compromise between the opinions of both sides. The supporters find in it the beauty of national identity 
while the opposition criticizes it for merely being a corrupt practice and an example of commercialism. 
Karl Braun, Professor of the Institute of European Ethnology in Marburg, Germany, who taught at 
universities in Spain for a long time and has a wide experience and knowledge of Iberian cultures, 
attempts to place the “corrida de toros” in the traditional folk culture of the Spanish nation, taking notice 
of the stoic “art” of “matadors” confronting a mystically storming bull on one side and the behavior of 
“afficionados”, lovers of the sport, in the “arena” on other side. This essay “Sadismus? Rituell bedingte 
Grausamkeit? Zur Rolle der Gewalt in spanischen Stierkämpfen.” (originally 1994) is translated from 
German to Japanese by Shin Kono, Professor in Aichi University for the series with the theme “Animal 
Ethics in the Western Culture today”.
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　ADDA すなわち「動物権利保護協会」（Asociación para la defensa de los derechos el 
animal）は、1992年７月19日に『エル・パイース』紙にコリーダに反対する広告を掲載
した。そのとき掲げられたスローガンがある。直立した牡牛、とは言え上半身だけだが、




































































































































アン テ ィ ー ケ
典古代と現代の牛の競技の関係
を、現象学的な水準ではあれ、ともかくも試みたのは、宗教史家アンゲル・アルヴァレ




































ホアンと聖母の祭り〉（Fiestas de San 
Juan o de la Madre de Dios）4）に対しておこなった介入は、150年前のイギリスの先例と驚く
ほど近似している（Delgado Ruiz 1986, p. 44‒47）。
　なお民衆的な牛の行事についての包括的な研究では、マニュエル・デルガード・ルイー
スの『神の死』（Manuel Delgado Ruiz, De la muerte de un Dios. 1986）の他、ギネス・セラ
ン＝パガーンの『パムプローナからグラザルマへ：共和国広場から闘牛場へ』（Gines 




Martin 1955, p. 180）、牡牛はそれぞれ12の教区からのものである。金曜には午前と午後の
二回に分けてコリーダがおこなわれ、それぞれ６頭の牡牛が殺される。土曜には、各教区
が自分たちの牛を解体する。見事な肉の山がかたわらに積み上げられると、この日の祭り





















































































（Correr la rosca）あるいは〈螺旋の闘牛〉（Corrida de la rosca）と呼ばれる催しがある。リ
コバヨ（Ricobayoカスティーリャ・イ・レオン州）10）については、フランシスコ・ロドリ
ゲス・パスカルが〈パンの競走〉を書いている。10月７日は、その地の守護者である聖
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ことに着目した。すなわち、動物を殺し、その骨をあまさ
ず集め、欠けた部分を木片でおぎなうまでするのであるが、それによって動物は、再び目






































































解釈で把握できるよりも、さらに広く深い意味においてである（Schmid / Moerr / Eggert 
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３）エストレマドゥーラ地方（Extremadura）：マドリッドからは南西にあたる州で、ポルトガルとの国境
にも接している。
















































































Stierkämpfen. In: Gewalt in der Kultur. Vorträge des 29. 
Deutschen Volkskundekongresses. Passau 1993, hrsg. Von Rolf 























の歴史的・文化的背景」（„Damit das Leben weitergehen kann“. Zum historischen und kulturellen 
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すこと、また伝統のなかにはたらいている心理が今も息づいていることが挙げられる。そ
の論は簡単に言うと次のような構成である。一般に闘牛は非常に古い伝統を持つとされる
が、スペインのそれは決してそうではない。古い伝統、エーゲ海のクレータ島に栄えたミ
ノア文化といった古代ギリシアよりもさらに古い先史文明までを挙げて偉大かつ長大な伝
統が言いたてられるが、壮麗な闘牛場（アレーナ）でくりひろげられる今日の仕様は18
世紀から19世紀の啓蒙主義時代に整いはじめたものである。しかしまたスペイン各地、
それどころかヨーロッパ各地には民俗行事と言えるような牛追いの祭りがおこなわれてき
た。イギリスのスタンフォードにもそれがあったが、やがて理知を重んじる風潮のなかで
官庁によって廃絶に追いやられた。スペインでは、かつてのイギリスと近似した貶視や抑
圧によって衰微しつつもななお各地にそれが残っている。しかもそこでの行事次第はすこ
ぶる儀式的である。それは演出としての儀式ではなく、人間と社会の生存の根源につなが
るような儀式性である。牛は追われ、さらに自ら走り、最後は殺されて、食され、それを
通じて生命の流れはつづいてゆく。そこには再生への願望がひそんでいる。一口に言え
ば、豊饒信奉である。その表示と結節となるしぐさが、都会化された闘牛場とその観衆に
も再現する。その脈絡こそ闘牛を成りたたせている根源であるとされる。
　翻訳を供しているので、この程度の端折りで十分だろうが、興味深い論である。しかし
これに関心を持ち、紹介しようとも思ったのは、複雑な感慨をもったからである。それは
否定とか肯定とかではない。ここから幾つかのことがらが見えてくるのである。
　一つは伝統文化に対する、今日、中心になって活躍する文化人類学者や民俗学者がしば
しば見せる思考の型である。それはここでのような生き物の命にかかわる行事にかぎられ
ることではない。論者のブラウンは特にイタリアのカルロ・ギンズブルクの読み解きに議
論の支柱を見出している。今日人気の高い歴史家、というより文化人類学や民俗学に接す
る分野での斬新な解読に特色を見せる文明論者である。とりわけ過去・現在共に民俗文化
の行事次第に、生存と社会の根源的なものを読み取るのがその特徴であり、引かれる事例
の意外性と論の運び方の巧みなことで説得力をみせている。民俗文化への同じようなアプ
ローチは、ニコレッタ・ディアジオやマルチーヌ・セガレーヌにも見ることができる。た
とえばディアジオは、シチリア島のベファナ祭における砂糖菓子の、壊れ食べられ消えて
ゆく移りゆきに再生と生命の流れを読みとったことがあった。そこに生存の基本条件の標
本と根源的な願望である豊饒を見るのである。これは、世代的にもほぼ共通する文化人類
学と民俗学の代表者たちの近似した姿勢である。しかし率直に言えば、筆者はそうした論
にはあまり賛同できない。それはネオロマンティシズムの形を変えた再来と思えるからで
ある。フレイザーの理論の破産は明らかであり、それが学界や読書界にあたえた被害の大
きさも紛れもないが、今、それと類似のものが現代に合わせた衣装を着けてあらわれてい
る危険を感じるのである。
メキシコの首都メキシコ市（Mexico City）で
６日、動物愛護団体「アニマ・ナチュラリス
（Anima Natural）」
コロムビアのボゴダでの反闘牛のパフォーマンス
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悪趣味？　それとも儀式──スペインの闘牛への民俗学からのコメント
　なお付言すれば、何らかの社会的・文化的事象を擁護しようとするとき、それが伝統に
根差すというのは、しごくまっとうな議論とみえる。民俗文化はその脈絡で引き合いにだ
され、正当化に活用されることが多い。しかし、伝統に根ざしているから、あるいは民俗
行事と背景でつながっているから、というのは現実のものごとを正統化する上で本当の理
由にはなり得ない、とも筆者（河野）は考えている。現実にどう対処するかは、現実のな
かに理由がなくてはならない。
　しかし、ブラウンの議論に関心をもった理由はもう一つある。今日の西洋世界における
動物の権利や動物愛護の議論が、説得性にとぼしいのである。当事者たちが真剣であるこ
とは紛れもない。しかしきちんとした思想や理論を欠いていると思われることが多いので
ある。現実には、大勢の人々が夢中になり、ファナティックにすらなっている。それは西
洋文化がしばしば見せた型と言えるほどある。〈その時代その時代の理論にのめりこみ極
端化する傾向〉とは、レーオポルト・シュミットがドイツ文化に対しておこなった批判で
あった。
　そうしたなかで、動物への虐待ともみえる性格を一部ではもつイヴェントを擁護すると
すれば何があるだろうか、伝統を説き民俗行事とのつながりを引き合いに出すのはいわば
定石であり、一度は耳を傾けてみる必要があるだろう、そしてどの程度それが説得的なの
か、をも確かめたい、おそらくそれは十分ではないだろうが、そこから見えてくるものが
ある、そうした感想をもったのである。それゆえ、このシリーズはしばらく続くことにな
るだろう。
